
チームによる
マネジメント革新プログラム
チームを創り上げ、価値を創造できる人になるITM

対　　象 ライン管理者、チームリーダー、プロジェクトリーダーの方

日　　程 2日間

事前課題 ▪「副読本　チームで勝つ」を熟読しレポートを作成
▪「チームワークが発揮できない問題とその原因」の検討

最適定員 18名

1日目
▪オリエンテーション
▪チームとは何か

・[討議]チームとは何か、など
・[講義]チームを考える、ディスカッションルール
・[振り返り討議]チームのディスカッションルールは何だったか
・[発表]グループ別ディスカッションルールの共有

▪チームが持つ４つの機能 ①共働②共生
・[講義]チームがもつ４つの機能使命・課題への共感の形成、ともに働く力を高める
・[討議]グループセッション１
・[振り返り討議]ディスカッションルールが守れたか　　・[講義]チームナレッジ

2日目
▪チームが持つ４つの機能 ③共創④共育・共進

・[討議]グループセッション２
・[講義]コミットメント
・[振り返り討議]ディスカッションルールが守れたか

▪チームを活かす４つのポイント
・[講義]チームを活かす４つのポイント
・[個人研究]チームレベルアップのためになすこと
・[意見交換]個人研究を踏まえ、意見交換する
・[個人研究]チームのレベルアップに向けた課題を定め発表

▪チームに貢献するためにあなたがなすべきこと
・[講義]チームに貢献するためにあなたがなすべきこと

カリキュラム

「個」を活かし、組織としてのシナジーを
発揮できる「チーム」力を育てる
組織のなかにチームを形成していくことによる革新のあり方を、
2日間の研修を通して体験的に、実感します。

①役割の補完（共働）
1人では実現できない大きな仕事（例えば、ビルの
建設、鉄道の運行、大量商品の生産・販売など）を
メンバーが役割を分担し、協力して遂行すること。
また、他のメンバーの仕事を手助けしたり、カバー
したりすること。

②精神の補完（共生）
孤独ではなくチームの一員であるという安心感を
得ること、組織に愛着を感じ、帰属意識をもつこと、
お互いに励まし合い支え合う連帯感をもつこと、
お互いの貢献を認め合うことで有能感を得られる
ことによって、心の安定を確保し、働く意欲を高めること。

③知の補完（共創）
異質な知識や考え方、価値観、感じ方をもつ多彩な
メンバーが相互に意見をぶつけ合い刺激し合うこと
で“新たな知”を生み出す創造活動を相乗的に行う
こと。

④成長の補完（共育＝共進）
メンバー相互が刺激し合い、教え合い、競争し合う
ことを通して、共に伸びようと共進し合い、成長を
促進すること。 
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